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　「正教時報」十月号（Ｓ15・10）には「引退府教の新體制を繞る感想談」として引退後のセルギイ府主教の談話記事が掲載されている。九月二十二・三日の臨時公会が中止となって間も無い十月三日に岩澤派の者たちと引退に伴う事務的な交渉をした時のものであり、すでに教会内が落ち着かなくなってきたころである。
　記事の冒頭には「この府主教談を発表したくはないが、新體制に就て、兎角の誤解もある様であり、反對の宣傳もないとも限らないと思はれるので、掲載した次第だが、それ等の宣傳や中傷を信じられぬ様参考までに御注意を乞ふ次第である」とわざわざことわり書きが付けられている。

　ただこの号からの「正教時報」は岩澤派の手中にあり、主筆であったワシリイ昇直隆の寄稿も掲載されなくなったし、昭和十六年一月十一日の「反岩澤派」主導の「全國教役者信徒大會」に引き続き開催された「臨時公會」では「十月以来の時報は嫌悪の感情以外には湧かないのでありました。あれは悪魔の聲であります～」という信者の声もあり、完全に「岩澤派」の機関紙となっていた。
　談話記事の信憑性には疑問もあるが、セルギイ府主教は
最初に次の様に述べたとしている。
「日本正教ミッションは、ニコライ大主教から受け繼い

だが、私は全部に日本正教會に譲りました。ロシヤ人の或者は獨立することを考へてゐるが、私は勿論考へて居りません。ロシヤ人はインテリでないですから、その言葉を問題にしません。話相手にして居りません。私の希望は何もない、私の何よりの榮譽は、府主教の職を受けたことです。たゞ後は多摩墓地に十字架の立つことだけです～」
九月の臨時公会にも言及するが、「～小寺と日比が、今度の（九月）公會は前の（七月）公會の延長だから祈禱して、祝福して誤れと言ひましたが、私断りました。彼等が何時集る通知を出したか、どうなつたか、今まで解りませんでした」と自分は関与していなかったと語ったと記されている。しかし、引退したとはいえ自分の側近だった者たちが動いていたことを全く知らないはずはあるまい。
これまでもセルギイ府主教を批判する者たちが、セルギイ府主教の「性格」や「人格」について言及したが（「聖ニコライとセルギイ府主教⑫」Ｈ21・6参照）、それは自身の身の回りで起きていたことについて「解らなかった」と




か、「知らされていなかった」と責任を回避する発言が度々あったからである。

そして、「反岩澤派」への批判を述べた後に、「あなた方の（新體制のこと）言ふことはよく解ります。今日はじめて氣分がさつぱりして、頭が明くなりました。（と云つて、指で頭を指された）中央亭（九月四日）の引退の聲明と、今の気持は、當時と少しも變つてゐません。私は新體制を
心から賛成してゐます。新體制の役員總務局は誰々ですか。

（この時全員の名前を言つた處）これ立派な人ばかりです

から安心です。日本正教會を立派に立てられる人達です。私はそれを何時も願つてゐました。府主教の職印も、鍵も一切喜んで渡します。（と云つて金庫から出して渡した）」と続けている。
　このように談話記事でのセルギイ府主教の口調は自身の引退とアルセニイ岩澤丙吉の「統理」就任に何の不満を抱いていないことを強調しているが、実際にはどのようなニュアンスであったかは解らない。

　先に記した引退要請の交渉も「和気藹々」であったとのことであったが（前号参照）、正面きって反対する状況では無かったであろうし、その場その場で保身とも言える発言をしたとしても不思議ではない。

　一月十三日（Ｓ16）に岩澤の退陣要求の為に開催された「臨時公會」では、イオアン瀬沼恪三郎がセルギイ府主教の「聲明書」を託されたが、「其の大意」として「曩に岩澤丙吉氏に手交した譲渡書は私の意志に反する脅迫により止むを得ずなしたもので、今囘の大會に選立せられた新しき主教代理は全教役者並に全信徒の總意でありますから、前の私の誤による一切の岩澤氏に對し手交したる書類を取消し、更めて茲に正しく選立された長司祭藤平新太郎氏に一切の全權を譲渡致します。又私の歴史的大なる過誤に對しては深く陳謝します」と議事録に記されている。
　「反岩澤派」が教会内で勢力を拡大するようになってから、すべては「脅迫により止むを得ずなしたもの」と言ったようなものであり、「岩澤派」にとっては容認出来ないセルギイ府主教の態度であったろう。

「反岩澤派」の中心人物であり、引退のいきさつを熟知している佐藤新衛は、この声明に対し「瀬沼氏の御發表はセルギイ府主教の聲明として本公會は單にそれを承り且つ記録に留めると云ふ事にしては如何でせうか」と提案し、了承されている。
この時点においてはすでに「反岩澤派」にとっての重要問題はセルギイ府主教の引退の経緯やその後の手続きに関することよりも、岩澤丙吉の「統理」就任の違法性の糾弾と、彼に対抗するための「主教代理」の選立であった。
しかし、セルギイ府主教はこの「臨時公会」において抗争がさらに激化する要因となる不可解な動きをする。「主教代理」に推挙されたイヤコフ藤平神父に「ミトラ（宝冠）」を与えたのである。日本正教会を引退したはずのセルギイ府主教には日本正教会の神品人事や祝福、昇叙をする権限は無く、誰の要請で、またどのような思惑でこのような事を行なったかは不明である。
「岩澤派」はこれをもって、モスクワ総主教庁に属するセルギイ府主教の支配権を「反岩澤派」（この臨時公会以降「藤平派」と呼ばれる）に及ぼしたと非難した。岩澤は「教會紛擾の根源」（前号参照）で「モスクワ教権との絶縁解消」をセルギイ府主教が企てたと述べているがそのように勘ぐられても仕方の無いことである。
さらに「権限を譲渡」するという表現にも問題がある。本来、教会の代表権とそれに付随する権限は、個人が「所有」するというものではなく、前任者が「引退」したのであれば公会において選出された次の代表者が当然受け継ぐべきものである。事務手続き上の書類作成においても本来は「譲渡」ということは有り得ない。
セルギイ府主教の談話記事では「～祈禱の時、私を記憶しないで下さい。未だ記憶してゐる人もありますが、これ私の意志ではありません。詠隊の方からも私の名前を抜いて下さい」と公祈祷における記憶をしないように要請したとある。

大連祷と萬寿詞、また主教の記憶から引退主教の名前を外すことは当然の事であるが、この発言からはまだ奉神礼中に引退したセルギイ府主教を記憶していた神品や教会のあったことが窺える。

聖ニコライの時代、明治二十八年に翻訳された「奉事経」の祈祷文では「教會ヲ司ル至聖ナル會院、及ビ我等ノ主教某～」である。「至聖ナル會院」とはロシアで総主教制が廃止されていた時代に教会を統治していた「聖務会院」のことである。その後セルギイ府主教の時代に作られた信徒用の「土曜日曜公祈禱書」でもこの部分は同じである。この
祈祷書は版を重ねられるが、総主教制が復活した後の昭和六年の静岡正教会版でもこの部分は手を加えられていない。
昭和十五年七月公会の「岩澤派」の公会議事録（Ｓ16・3・10）に付けられている「特別委員會決議録」の「第一回總務局並特別委員合同會議（十二月七日）」の決議事項にはセルギイ府主教の記憶の件がある。
「セルギイ府主教記憶ノ祈禱、聖歌ノ文句ノ改訂ハ委員長ニ一任スルコト」と決められたが、その後どのように改訂されたかは定かではない。
教会において「教會ヲ司ル」者として誰を記憶するかは重要なことで、それによってその教会の立場がわかるのである。現在の日本正教会においては、首座主教の奉事（聖体礼儀）では「モスクワ及び全ロシアの総主教」を記憶する。これは日本正教会がロシア正教会の枠内にある「自治教会」であることを表すもので、教区主教は日本正教会の首座主教のみを記憶する。又、独立教会の首座主教は世界中の独立教会の首座主教を互いに記憶する。
ロシア正教会との絶縁宣言をしたからには「至聖ナル會院」の部分は削除されたのであろう。しかし、「會院」に相当する教会統治組織が無かった当時の日本正教会において、翌十六年七月の臨時公会でニコライ小野帰一主教が正式に日本正教会の主教として推載されるまでの間、「教會ヲ司ル」者として「岩澤派」や「反岩澤派」が誰を記憶していたのかは記録が無く確認できない。
また、ニコライ小野主教が誰を記憶していたのかも不明であるが、「奉事経」の通りにしていたのであれば、「會院」の部分は在外シノドに置き換えたのかも知れない。もし誰も記憶していなかったのであれば、日本正教会は世界の正教会との繋がりを絶っていたことになる。
セルギイ府主教の談話記事の最後には「私は近い中に此處を去ります。云々。」と記されているが、これは引退を承諾した九月四日の翌日（五日）に文部省に提出する「代表者交替届」と共に作成された「誓約書」に因る。

「誓約書」は特別委員会の内藤節爾委員長宛のもので、日本正教会における一切の権利を新代表者となったアルセニイ岩澤丙吉に「歸處セシメタル」と記されている。そして数箇条の具体的な処置の中に「現在居ヲ本日ヨリ二ヶ月以内ニ教會關係土地建物外ニ移轉スルノ件」とあり、本会内からの退去を約束していた。
この「誓約書」も強制されたものだとして後に問題となったが、この頃のセルギイ府主教は新住居について考えていたようである。

故アレキサンドラ深澤偠が残した手紙には、当時の日記の抜粋があり（マルコ小池祐幸神父所蔵）、次のように記されている。

「１９４０・１０･２２

鵜澤神父様が〝これからどうなさるのかまだはっきりしないと、今建てるのは損ですよ〟とおっしゃった旨私がお話ししますと、主教様は〝いゝえ違います。十畳とベットルーム三畳と台所、お風呂、洗面、はゞかり、コック部屋位で五千六百円で出来ます。材料もありませんけれど、いゝ家が建ちますでしょうと思います。それにアブリコフスが今居る大きな家を近く出る事になると『彼は誰れとも一緒に居りたくありません。只居ても良いのは府主教セルギイ一人丈です』と言っています。

それで『行くか行かないかは、はっきり分りませんけれど、どうか自分の住む部屋を作っておいて下さい』と言います。『そうすれば、建てる金を半分出します』と言いました。ですから私は図面を書き直しました。二階に二間作りました」
文中に繋がりの良くない箇所もあるが、セルギイ府主教は新住居の建築や、「アブリコフス」の家を改造して寄寓することを考えていた。

故アレキサンドラ深澤偠はセルギイ府主教の代子で、「私たち代子（四人でしたが…）はパパと呼ぶ事を許されていました」と言うように親しい関係であった。また文中の「アブリコフス」とは「元駐日ロシア大使館代理大使、Ｄ．Ｉ．アブリーコーソフ」のことで、震災から復興した復活大聖堂に新設された洗礼聖堂へ旧ロシア大使館の聖堂から多くの聖像を移すことに尽力した人で、翌十六年には神戸に移った。

引退後も主教館に住んでいたセルギイ府主教が毎日どのように過ごしていたのかはわからないが、さらに日記の抜粋には次のような記述もある。

「４０･１１・１８

府主教セルギイ八十日ぶりの御祈祷

今日はセルギイのママ　アレキサンドラが永眠されてから二十五年、夕方六時から御祈祷が始まる。

　１９日

セルギイが府主教になってから三十五年目に当る。」

セルギイ府主教は十二月に入ると「誓約書」にある本会からの退去を迫られる。十二月二十二日に「赤坂帝國アパート」への転居を承諾したとして二十四日には荷物を強制的に搬出されるという出来事が起る。しかし、セルギイ府主教は「他の教唆により前言を翻して、右移轉を委嘱せざるが言ひ始め、同月三十日岡氏の叱責により、右同日は他に逃れたのであった～」（「セルギイ氏移轉の眞相」正教時報Ｓ16・2）という事態になる。
昭和十六年一月十一日の「全國教役者信徒大會」でイオアン瀬沼恪三郎は「府主教セリギイ師には世田谷に丁抹人が轉居後の家を見付けられ既に契約も濟み、近く移轉されることになつて居ます。差し當りの問題は去る十二月廿四日不法にも奪取せられたる荷物を取戻すやう種々手配中でそれを待つて居られる様であります」と報告した。

この問題は検事局への告訴問題に発展するが、結局荷物の引取りはセルギイ府主教の負担とした示談として収まる。

ここでも「前言を翻して」というセルギイ府主教の態度が退去問題を紛糾させたことは否めない。
セルギイ府主教は昭和十六年一月二十三日、来日以来住み慣れた神田駿河台の主教館から「世田谷区太子堂四五五番地」に移るが（移転後のセルギイ府主教については拙稿「世田谷区太子堂四五五番地①～③」正教時報Ｈ19・12～参照）、先に紹介した「ロシア正教会総主教代行、アレクシイ府主教」への「報告書（GARF, f.6991, op.1, d.75, l.2-5）の続きには、当時の他教会の様子やその後の日本正教会を次のように記している。

――日本正教会が互いに争っていた間、大司教ペテロ土井（日本人）の主宰するカトリックは教団、法人の資格を取得しました。大司教アレクセイ・シャンボンは横浜に住んでおり、たまに外国人のために祈祷を行っているだけです。

　日本正教会が互いに言い合っていた間、プロテスタントの３８教派は、合併するようにという文部省の要求にしたがい、最初は１１のグループに縮小されました。が、文部省の新しい要求により、これらの１１のグループも一つの日本基督教会に合流し、「教団」の資格を得ました。統理者は日本人のトミタで.す。しかし、私が思うに、「教団」は一つでも心の信仰は３８もあるのです。

　聖公会はプロテスタントと合併するように勧められましたが、断りました。そのため、聖公会は「教団』」の資格取得を断られました。聖公会には約１千万円の財産と学生数千名の聖パウロ大学があり、また、約６千万円の財産の聖路加医療センターがあるというのに…　教会の一部がプロテスタントと一緒になることに賛成したので、聖公会には悲しい分裂が起きたとも聞いております。

　我々の正教会（８割党　 eq \o\ac(○,注)藤平派）も、文部省からカトリックと一緒にならないかという申入れを受けましたが、総務局長（８割党の）の小寺長司祭は「カトリックが我々と心を一つにして我々の正教を受け認めるなら、喜んでそうする」と答えました。

　その罰としてでなければよいのですが、日本正教会は「勿論、過去には素晴らしい歴史を持っているが、現在は弱く、司祭２５名、伝教者１５名しかなく、女学校が１校もなく、神学校や修道院もない。故に、『教団』の資格を与えることはできず、日本正教会の各教会は『結社』と見なされ、文部省とその各部署で登録されるものとする」と宣告されました。日本正教会は法人の資格が貰えなかったのです――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（続く）














聖ニコライとセルギイ府主教　⑲　　　　　　　主教　セラフィム




















▼主教館応接間でのセルギイ府主教　（昭和15年）





▲銀座にて　（昭和15年）


　セルギイ府主教とブランコ・ド・ヴケリッチ、山崎淑子夫妻





※写真提供


　　ベオグラード在住


　　山崎ヴケリッチ洋氏





訂　正　


前号十七ページ上段の写真キャプション、「ナデジタ深澤春枝」は「ナデジタ田中春枝」の誤りでしたので訂正いたします。著者



































